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　　 Relationship 　between 　the　particle　size 　and 　the　herbicidal　activity 　of 　pyrazolatc　was

invcstigated　under 　paddy 　field　conditions ，　Suspensions 　containing 　PyTazolate 　particles　classi
−

fied　into　differcnt　sizcs　wer 已 tested 　in　a　greenhouse ，　 By 　pre−emergenoe 　application ，　fractions

less七han 　44
μ
m 　in　d量ameter 　wcre 　effective 　against 　Sagittaria　py8m α ea 　at 　a 　dose　Qf 　O．5kg ／ha，

while 　particles　larger　than 　20 μnl 　were 　llot 　active 　cnough 　against 　Echinochtoa 　o り蜿 oo 臨 at　the

same 　dose ．　 Pyrazolate 　Iarger　than 　 10 μ ln　in　dia 皿 etcr 　gave　ung ．　atisfactory 　e 伍 cacy 　against

Cyperus 　serotinus 　even 　at 　a 　dose　of　I　kg ！ha．　 As 　pyrazolate 　got　coarse ，　the　activity 　decrease（l

mQrc 　re 皿 arkably 　by 　post −emergencc 　apphcation ．　 Granules　containing 　10％ pyrazolate 　were

prepared 　by 　an 　cxtrusion 　method 　w ｛th　the　active 　ingredient　pulverized 　irlto　l、36，　L　76，2，03，

2．15，5．13，0r 　7，47　m21g 　of 　a 　specific 　surface 　area （S ω＞and 　applied 　into　pots　and 　paddy 　fields．

In　the 　pot　tcsts
、
　granules　cQntaining 　the　coarsest 　pyrazolate 　were 　less　effective 　than 　others ．

In　the　field，　granules　containing 　pyrazo！ate 　of 　2．030r 　2．15m21g　ef 　S．　were 　morc 　c鉦cctive 　than

those　containing 　either 　coarser 　or 　finer　pyrazolatc ，　The 　results 　indicate　that　tlle　herbicidaI

efficacy 　of 　pyrazolate 　is　affccted 　by　its　particle　size ，　and 　that 　pyrazolate　should 　be　pulverized

into　ca ．2m21g　of 　S．，　in　order 　to　dcmonstrate 　sufflcient 　activity 　in　paddy　fields　in　granule　forrn．

緒 言

　 ピ ラ ゾ レ
ー

ト
D 〔4・（2，4・dichlQrobenzoyl）・1，3・dimethyl−

5・pyrazolyl 　P−toluenesulfonate ，
　pyrazolate〕　Fま　1973 年1こ

　＊　4−（2，4−DichlorobenzDyl ）−1，3−dimethyl−5−pyrazolyl
　　 f）−toluenesulfonate

＊＊ 　ピ ラ ゾ レ
ー

ト製剤 に 関す る 研究 （第 2 報）（第 1 報 ：

　　 文 献 34）　参貝頁）

　　 Studies 　on 　Pyrazolate 　F 〔〕rmulation （Part 　2）．　 For

　　 Part 　1，see 　Ref ．34）．
“’＊＊ 現 在 ： 島 根 大 学 農 学 部

　　 1）
resent 　address ： Department 　of 　Environmental

　　 Sciences，　 Shi皿 ane 　University，　 Nishikawatsu −

　　 cho
，
　Matsue 　690 ，　Japan

三 共 （株）に お い て 見い だ され た 水田用除草剤 で ， 稲 に

対す る安全性 が きわ め て 高 く ， 1 年生雑草は も と よ り多

年生雑草 ， と く に ， 従来防除 の 雑 しい と され て い た ウ リ

カ ワ に 対 して 優れ た 除草活性 を 有 し，わ が 国 で 1980 年 に

サ ン バ ード粒剤 と し て実用 に供さ れ ， そ の 後数種 の 混 合

剤 が 開発 さ れ て い る．

　 ピ ラ ゾ レ
t一トは，4・〔2，

4−dichlorobenzoyl）・1，3．dimethyl−

5・hydroxypyrazole （DTP ）
1 ） の パ ラ トル エ ソ ス ル ポ ソ 酸 エ

ス テ ル で あ る．DTP は そ れ 自体，水 F「の 1 年 生 お よ び

多年生雑草 に 対 し ， 強 い 除草活性を有す る が，解離性 の

水酸基 を有 し ，水 溶解度 が 高 く （pH 　5．9，　4500　ppm125
°C），

と きに 稲幼苗 に 薬害を起 こ す こ と があ る うえ に，流亡 ・

溶脱 ・光分解
29〕・微生物分解

3°） ・土 壌吸着
3D

に よ り短

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Pesticide Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Pestioide 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

636 日本農薬学会誌 第 12 巻 第 4 号 昭和 62年 11月

期閤 の うち に そ の 活 1生 を 失 うた め ，残効性 が 短 い と い う

欠 点 が あ っ た ．一
方 ， ピ ラ ゾ レ ートは 水 に きわ め て 難溶

性 の 結 晶性固体 （蒸留水中溶解度 0．056pp ・n ／25
°C）で あ

る が ， 水 に 溶け た もの は 比較的容易 に 加水分解 さ れ （pH

7・O で 半減期が 25hr ）
B2）

， 活性本体 の DTP と な っ て 除

草効果 を発現 す る と考え られ て い る．

　水 に 溶 け に くい 固体化合物 の 粒度 と効力 の 関係 に つ い

て は 多くの 報告
2“23 ） が あ る．一

般 に ，主剤を微粉砕す る

と生物活性 は 高ま る が
， 主剤 に よ っ て は残効性 が 短 くな

っ た り ， 作物 に対す る 薬害を助長 し た りす る こ とが あ り，

最適粒度 が あ る こ と も 多 い ．除草剤 で も ， 近 内
22 ）

は DBN

（2，6・dichlorobenzonitrile） で 主 剤粒度 が 粗 い と 効 力が 低

い こ と を 認 め ， ア ト ラ ジ ン （2−chloro ・2ノ，6 ’・diethyl一入乙

methoxyinethylacetanilide ）も温 室内発芽後処理 で粒度が

細 か い ほ うが効力が 高い と の 報告 が あ る
23 ）．ま た ， ト リ

ア ジ ソ や尿素系除草剤も，効力を高め る う え で 主剤 の 微

粉砕が 必 要 と さ れ て い る
10）．本 報 で は ピ ラ ゾ レ ートの 粒

度 と除草 効果 の 関係に つ い て 報告す る，

Tablc　l　 Recipes 　 Qf 　pyrazolate 　premix 　for

pulverizing．

Dry 　pulverizing

Pyrazolatc
　 tech．s ）

CaCO ，
b ）

V  「ct 　pulvcrizing

％ w ！w50

．00

37．50

Silica　 sand ° ）　　 lL50

PAP α）　　 　 　 　 　 LOO

Pyrazo 弖ate

　 tech．e 〕

Neocol
　 SWCE   e ）

Water

％ w ！w63

，00

0 ，85

36 ．1J「

）

　

）

　
〕

　
）

乱

bed

e 〕

実　験 方 　法

Purity 　98％ ．
He 乱 vy 　calcium 　carbonate ．
0．297−0．105mm φ．
Mixture 　of 　Inono

−，　di− and 　tri−iso−propyl　ester
of 　phosphoric 乱 cid （Nihon 　I（agaku 　Co ，，　Ltd ．）．
An 　 anionic 　 surfactallt （Dai

−ichi　 Kogyo 　 Sei−

yaku 　Co ．，　Ltd ．｝．

Table 　2　Recipes　of 　lO％ granules　ef 　pyrazolatc．

Dry −pulverizcd　prcmix　 Wet −pulverized　premix

　1． 供試製剤 の 調製方法

　1）　 ピ ラ ゾ レ ー トの 分級懸濁液

　 ピ ラ ゾ レ ー トの 工 業用原体 （純度 98％）をらい 解機で

粉酔 し ，分散媒に ポ リオ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェニ ル エ

ーテ ル 〔ニ ュー
コ
ー

ル 566  ， 日 本乳 化剤 （侏）〕 の O ．1

吋 v ％ 水 溶液 を 用 い て 分散 させ ，以下 の 方法 で 分級懸濁

液 を得た ．

　粒 了径 0〜5 μm （A ），5〜10 μm （B ），
10〜20 μm （C）の

各画分 は 自然沈降 に よ る 分 級 を繰 り返 し ， ま た 20〜37

μm （D ），37 − 44 μ皿 （E）の 各 画 分 は 目 開 き 20
，
37

，
44 μm

の 標準 ふ る い を用 い て 湿 式 ふ る い 分 け法 に よ り分級 し

た ．各画分 は ピ ラ ゾ レ
ー

トを 25w ！w ％ の 濃度 で 含有す

る懸濁液 とした．

　2）　粒度 の 異な る ピ ラ ゾ レ ート粉砕品と そ の 粒剤

　   ピ ラ ゾ レ ート粉砕品

　ジ ＝ッ ト粉砕機 ， お よ び 攪拌型粉砕機を 用 い ，Table 　1

の 処方 で ピ ラ ゾ レ ー
トを粉砕 し ， そ れ ぞれ 主剤粒度 の 異

な る粉砕品を得た．

　サ ン プ ル 1 ，H ，皿 は Table　1 の 乾式 プ レ ミ ッ ク ス を

ジ ェ ッ ト粉砕機 〔ジ ； ッ ト ミ ル   PJM100NP 型， 日 本 ユ

；一マ チ ッ ク （株）〕に よ り供給速度 3kg ！hr， 空気 圧 6．5

kg！cm2 で 3 回繰 り返 し粉砕 し，各 1 ，2 ，3 回綉砕 した

段階 で 採取 した 粉砕品 ， サ ソ プ ル 王V は ジ ェ ソ ト粉 砕 機

〔ジ ェ ッ トオ ー
マ イザ ー  0608型，セ イ シ ン 企業 （洙）〕に

よ り供給速度 400kg ！hr，空気 圧 7kg ！Cln2 で 4 回繰 り返

％ w ！w

PyraZolate 　 　 21．4
　 premix の

Talc 　 　 　 　　 　 　 54．6

Bcntoniteb ）　　 　 22 ．O

Amicol　No ．5  c ）　　1．5

Disrol　H −12  d ）　 2．0

Pyrazo 工ate

　 premixn ）

TalcBentoniteb

）

Amicol 　No ，5 
巳 ）

Disrol　H −12  
d ）

％ w ！w16

．7

65．322
．01

．52

．0

a ）　 Sce 　T 乱ble 　 1，
b ）　 Sodium 　bentonite ．
° ）　Dextrin （Nichiden 　Kagaku 　Co ，，　Ltd ．）．
d ）　An 　 allionic 　 surfactant 　（25％　aq ．　 solution ，

　 Nillon　Nyukazai 　CQ ．，　Ltd ．）．

し粉砕 した粉砕品で あ る．ま た ， サ ソ プル V お よ び XIは ，

Table　1 の 湿式 プ レ ミ ッ ク ス 2 ．3kg を 攪拌 型 粉砕機 〔ア

トラ イ タ ー  MAIS 型，（株）三 井 二 池製作所〕に よ り ，

直径 4mm の ス テ ソ レ ス ス チ
ール ボール 18 ．8kg

， 攪拌

回転数 180rpm で 各 1 ，2 時間粉砕 した 懸濁剤で あ る．

　   　ピ ラ ゾ レ ー ト粒剤

　上 記粉砕品を 用 い ，
Table　2 の 処方で ピ ラ ゾ レ ー ト 10

％ 粒剤 を 調製 し た ．粒 剤 は 押 し出 し 造 粒機 〔エ
ッ グ ペ レ

ッ タ
ー  EXK ・1型 ，不 ニ パ ウ ダ ル （株），

ス ク リ
ー

ン 径   ．7

mm 〕で 造粒 し ，
70°C の 送 風乾燥機中で乾燥後，開孔径

1．000mm の ふ る い 上 か ら押 し出し，開孔径 0，297 　mm の

ふ るい で 微細部分 を除去 した．粒剤 の サ ソ プ ル ナ ン バ ー

に は 対応す る 粉砕 品の ナ ン バ ー
の 後 に G を 付 した ．

N 工工
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　 2． 粒度測定法

　 1）　 ピ ラ ゾ レ
ー

ト分級品 の 粒度

　光透過式粒度分布測定機 〔SK 型 ，
セ イ シ ン 企業（株）〕

を用 い て 測定 した ．吸光係数 の 補 正
24 ）

は 行 な わ ず ， 結果

は 粒子 径 を ス トーク ス 径
25）で ， 粒度分布を 重 是基準 ％

で 示 し た ．

　2）　 ビ ヲ ゾ レ ー
ト粉砕品 の 粒度

　 ア ル キ ル ベ ソ ゼ ン ス ル ポ ソ 酸の ナ ト リ ウ ム 塩 を主成分

と す る 界面活性剤 〔ネオ ペ レ
ッ ク ス パ ゥ ダ ー No．1 

，

花 王 ア ト ラ ス （株）〕 の 0．2w ！v ％ 水溶液を 分 散媒 と し，

ア ン ドレ ア
ーピ ン ピ ペ

ッ ト
a6 ）

で 測 定 し た．5
，
10

，
20 μm

部分 の 測定 は 沈降距離 を 20Cm と し ， 乾式粉砕 品は ピ ペ

ッ ト巾 に 3g を ， 湿式粉砕品 は 1．4g を分散 させ た ．1・2

お よび 2．5
μ

m 部分 の 測定 は ， 測定時間を 短縮す る た め

沈降距離 を 10cm と し，乾式粉砕 品 は 3g を，湿式粉砕

品は 0，95g を分散さ せ た ．試料 の 分散 に は家庭用 ミ キ サ

ー
を 用 い た ．測定 は 対流 の 影 響 を 防 ぐた め 20 ℃ 恒温室

に 置 い た水槽 中 で 行な っ た ．サ ン プ リ ン グ時間 は ， 分散

媒 の 密度 お よ び粘度 に 20°C の 水 の 値
z7） を用 い

，
ピ ラ ゾ

レ ートの 密度 は 1．4683g 〆cm3 と し て ス トーク ス 式
25） よ

り求め た ．

　採取 し た 試料液中の ピ ラ ゾ tr　一 トは 次 の よ うに し て 定

量 した ．試料液 に 飽和食塩水 10mi を 加 え ，分液 ロ ート

を用 い て エ チ ル エ ーテ ル 50ml で 2 回抽出し た．溶媒を

留去 し ， 厚 さ 0 ．5mm の シ リカ デ ル プ レ
ート （HF254， メ

ル ク社） を用 い ，ベ ン ゼ ン ： エ タ ノ ール 9 ：1 で 展開 し

て ピ ラ ゾ レ ートを 分離 し ， そ の 部分 を か き と りエ タ ノー

ル 50ml で 抽 出 し た の
’
ら，258 　nm に お け る 吸 光 度 を 測

定 し ， 別 に 求 め た検 量線 よ リピ ラ ゾ レ ー
トの 量を算出 し

た ．

　 こ の 値か ら ピ ラ ゾ レ ートの 粒度分布を求め ， そ の う ち

1 ．2
，
2．5

，
5 μm に お け る ふ る い 上 積 算分 率 を Resin−

Rammler 線 図
2s〕

上 に プ ロ
ッ ト し，作図法 に よ り 36 ．8％

径 （D36．8）， お よ び 比 表面積 （S ．，）を 求 め た ．

　 3． 除草効果試験

　 1）　 ワ グ ネ ル ポ ッ ト試験

　面積 200cm2 の ポ ッ ト に 滋 賀 県野 洲町 の 水 口 土 壌

（Table　3）を詰 め ， 化成 肥 料 （千 代口 化成肥料  14・8・

14）を 200　kg！ha の 割合 で 加 え ，加水 し て 全層 に 混 和 し，

代 か き し た ．そ れ ぞ れ 別 の ポ ッ トに ， タ イ ヌ ビ エ

（Echinochloa　or ｝
，xicota ） は 種子 1g を 土 壌表層 O ．5cm

に 混和播 種 し，ミ ズ ガ ヤ ツ リ （C）
，PerUS　serotinus ）は 塊茎

2 個を 土壌表面 に置き ， ウ リ カ ワ （Sagittα rlla　P．ygmae α ）

は 塊茎2 個 を 深さ 1cm に 植 え つ け ， 水深 を 4cm と し

た ． 2 日後 （発芽前） お よ び 9 日 後 （タ イ ヌ ビ エ 1 葉期 ）

Table　3　Physical　prQperties　of 　soils 　 used 　in　pot
tests．

Sourcc
Yasu −

　　 MQriyama ・
cho ，　　　　　　　　　shi ，
Shiga　　　　　　Shiga

pH （H20 ）
a ）

CEC （me1100 　g）
b 〕

Humus （％）
c ）

5 ．807

．492

．IS

5．526

．911

．68

Coarse 　sand （「垢）
d ）　　　　　　　 15．S

Fine 　sand （％）
α ）
　　　　　　 33 ・9

Si1七 （％＞
d ）　　　　　　　　　　　　　　 37 ．3

Clay （％）
d） 　 　 　 　 　 13・5

21．444

．522

．61L5

Soil　textUree ） Loam Sandy 　loam

a ）　 Glass　 e】ectrQde 　 I皿 etllod ．
b ）　 AOAC 皿 ethod ．
c ） Tyurin

’
s　method ．

d ） Pipette　method 　by 　G ．　W ．　Robinson ．
e ）　Classification　by　the　International　Society　of

　 Soil　Science ．

に 1．1）項 の 分級懸濁液 を ピ ラ ゾ レ ートと して 0，5，1，

2
，
4kg ／ha （有効成分量 ， 以下 a．　i．と略記 す る）の 割合

で 各 ポ ッ トに 処 理 した ，処理 は各薬量 を 10ml に 希釈 し ，

コ マ ゴ メ ピ ペ
ッ ト で か ん 注 し た ．代 か き後 32 日 目に 残

草 の 地上部生体重 を測定 した ．試験は 23〜34 °C の温室

内 で ， 漏水や流亡 の な い 条件下 ，
3 連反復 で 行な い ，水

管理 は 蒸発 に よ る 減量を毎朝補給 し ， 水深 4cm を 維 持

し た．

　2）　　：1 ン ク リート寸ミッ 　ト言弌雰彙

　1 × 1m の 屋外 コ ン ク リー ト ポ ッ ト に 滋賀県守山 市の

水田 土壌 （Table　3）を詰 め ，前項 の 化成肥料を 400　kg〆ha

の 割合 で 加 え ， 加 水 し て 深 さ 15cm に混 和 し，代 か き し

た．タ イ ヌ ビ エ
， ホ タ ル イ （Scirpusj

’
uncoides ）は 種 子 各

5 お よ び 2g を， ミ ズ ガ ヤ ツ リ は 塊茎 511司を，ウ リ カ ワ

は 塊茎 10個を そ れ ぞ れ 3．1）項 と 同様 に は 種 また は 植

え つ け た 。水稲は 日本晴 れ 2．5 葉苗 を 1 株 2 本仕 立 て で

ユ6 株移植 し ， 水深 を 5cm と した ．3 口後に各粒剤を a ．i．

1．5 お よ び 3kg！ha の 割合で 手 ま き し た ．処理 後 3 口

間 は ポ ッ ト底部 の 穴か ら 1 日当り 2c 皿 の 割 合 で 漏水 さ

せ ， そ の 後は 漏水 を 中止 した ．減水後 の ポ ッ トに は ，征

朝処理表層 を乱 さな い よ う静 か に 補水 し ，水深 を 5cm と

した ．処 理 44 日 口に 雑草 を抜 き と り，地 上 部生 体 重 を

測定 し た．試験 は 昭和 53 年 4 月 21ri （田植え）か ら 6

月 7 冂 （抜き と り調 査）ま で 各 2 連反復 で 行 な っ た ．

　3） ほ 場 試 験

　滋賀県申主 町 の 水 旧 （沖積壌土 ，滅水深 0．5cm 〆日 以
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下） で 昭和 53 年 に 実施 した．耕種概要 は 以下 の とお りで

あ っ た ．荒代か き ， 4 月 29 日 ；植え 代 か き，5 月 3H ；田

植え ，
5 月 6 口 （稚苗機械移植）．

　水 田は 1 区面積 4 ．06a に 区切 り，田植 え 3 日 冂に粒剤

を a．i．3kg ！ha の 割合で 手 ま き した ．水 田 は 通常の 栽培

条件 で 管理 し ， 処理 44 口 目 に 各試験 区 に 1 × 1m の 調査

区 を 5 か 所 設 け ， 区 内の 残草を抜き取 り，草種 ご と に 地

上 部生体重 を測定 した．

実　験 結 果

　L 　分級 され た ピ ラ ゾ レートの 除草 効果

　 1） 分級懸濁液 中の ピ ラ ゾ レ
ー

トの 粒度

　実験方法 1．1）項 で 分級 した ピ ラ ゾ レ
ー

トの 粒度分布

を Fig ．1 に 示 した ．粒度画 分 E は やや幅 の 広 い 粒度分布

と な り，実際 の 粒度 は 30− 50 μm で あ っ た ．他の 分級懸

濁液 は い ず れ も目標 と した 粒度画分に分級さ れ て い た ．

　 2 ） 除 草 効 果

　 こ れ らの 分級懸濁液 を 用 い
， ポ ッ ト試験に よ リ ピ ラ ゾ

レ ー
トの 粒度が 除草効果に 及ぼす影響を調べ た．

　 ウ リカ ワ， ミ ズ ガ ヤ ツ リ植 え つ け 2 日後 （発芽 前r）お

よ び 9 日後 （2 葉期）処 理 ， な らび に タ イ ヌ ピエ 播種 2

日後 （発芽前）処 理 に お け る 各粒 度 画 分 の 除 草 効 果 を

Fig ．2 に 示 した ．

　 ピ ラ ゾ レ ートに も っ と も感受性 の 高い ウ リ カ ワ に 対 し

て は ，a．　i．0．5kg！ha の 薬量 で ，も っ と も粗 い 粒度画分

E （37〜44 μm ）で も ， ほ ぼ 完全 な 除草効果 を 示 し た が ，

タ イ ヌ ビ エ で は ，
20 μm よ り粗 い 画分 で除草効果が 低下

し ， ミ ズ ガ ヤ ツ リで は a ．i．1　kg／ha の 薬 量 で も，10 μm

よ り粗 い 画分 で は 除草効果 が 低下 し た． ミ ズ ガ ヤ ツ リ で

は ，
a ．　i．　O．5　kg！ha の 薬量 で は 各画分 と も除 草 効 果 は 劣

り，粒度画 分間 に 差 は み られ な か っ た．薬剤処理時期 と

の 関係 で は ，と くに ミ ズ ガ ヤ ツ リの 発芽後処理 で粗 い 画

分 の 効果不 足 が 顕著 で あ っ た，タ イ ヌ ビ エ に 対す る発芽

後処 理 の 効 果 は a．1．O．5kg／ha の 薬 量 で は ど の 画 分も低

く， 粒度 間 の 差 は み られ な か っ た ．

　 以上 の よ うに ，ピ ラ ゾ tr・一 トの 除草効果 は 草種 に よ っ

て は 主剤 の 粒度 の 影響を 受 け ，
ピ ラ ゾ レ ー トに 抵 抗陸 の

草種ほ ど ピ ラ ゾ レ
ー

トを微細 に す る必要 が あ っ た ．

　2． 粒剤に 製剤 した 場合 の主剤粒 度と 除草効果

　 1）　 ピ ラ ゾ v 一
ト粉砕 品 の 粒度

　 実験方法 1 ．2＞  項 の 粉 砕 品 の ピ ラ ゾ レ
ー

ト粒度 を

Fig．3 に 示 し た．乾式粉砕 品は 拐砕 回数 と とも に 粉砕 が

進行 し た が ，IV で は 大 型 機特有 の い わ ゆ る
‘‘

とび
’ t

に よ

る 粗粒子 が 残存 し，そ の 量 は 皿 よ り多 か っ た，湿 式粉砕

品V ， VIで は ，
12 μm 以下 の 微細部分が 増加 した ．こ

lOO

ま 75
ζ
垂
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Fig，4　Herbicidal 　efficacy 　of 　pyrazolate　granules
in　outdoor 　pots、

1−G
，
II−G ，111−G ，　 IV −G

，
　 VG ，　 VI −G ：　 Granules

containing 　Pyrazolate　par 七iclcs　1，　II，　III，　IV ，　V ，

and 　 VI ，　 respective ］y （Sco　Fig ．3and 　 Table　 2）．

の た め，V の Sw は IVの 約 2 ．5 倍 と な っ た．　W は 1 ．2 μm

以 下の 微細部分 が 30％ に 達 し ，
1）s6．s お よ び S、v か ら み

て も 6 サ ン プ ル 中で最 も細 か か っ た．

　 2） 除 草 効 果

　   コ ン ク リー トボ ッ ト試 験

　 屋外 コ ン ク リ
ー

トポ ッ トに お け る 除草効 果試験 の 結果

を Fig．4 に 示 した ．1・G （S，u　1．36　m2 ／9）の 除草効果は 明

らか に 劣 っ た．他 の サ ン プル 間 に 差はみ られ なか っ た．

残草 の 多くは ピ ラ ゾ レ ー トが や や効 き に く い ホ タ ル イ

で ，他の 草 種 で は差は 認 め られ な か っ た ．

　  ほ 場 試 験

　 ほ 場試 験 の 結果 を Fig．5 に 示 し た．除草効果 は ，
　IH−G ，

お よび IV−G （Sw 各 2．03
，
2．15　m2 ！g）が も っ と も高 く，

次 い で V −G ，W ・G （Sw 各 5．13，7 ．47m2 ／g）で ，1　・G お よ
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Fig．5　Herbicidal 　ef五cacy 　of 　pyrazolate 　granules
in　a 　paddy 　ficld．

1−G ，II−G，　III−G ，　IV−G ，　V −G ，　VI−G ：　 see 　Fig ．4．

び ［−G （Sw 各 1 ．36，1．76　m2fg ）は 明 らか に 劣 っ た ．

　 こ の よ うに ，ほ 場 に お い て 粒剤 を 処 理 し て 高い 除草効

果 を得る た め に 必要な ピ ラ ゾ レ ートの 粒度は 傷 約 2m2 ／

g で ， 粒度が 粗 くて も細か す ぎて も除草効果 は 低下 した ．

考 察

　水田 に 処 理 され た ピ ラ ゾ レ ー
トは ，徐 々 に 田面水 に 溶

解拡散 し たの ち ， 順次活性成分 DTP に加水分解さ れ ，

生 成 し た DTP は 流亡，溶脱，光 分解
29），微生 物分解

so），

植物 に よ る吸収 を経 な が ら ， 田面水 中濃度 と平衡関係を

保 ちつ つ ，土 壌表面 に 吸着
3D

さ れ て DTP の 処 理 層 を 形

成 し ， 除草効果を発現す る と考え ら れ て い る．こ の 場合，

主 剤 の 粒度 が 細 か い ほ ど ピ ラ ゾ レ ー トの 溶出，すな わ ち

DTP の 生 成 は 早 い が ，

一
方 で 上 記 の よ うな 過程に よ る消

失 も生 じや す い ．DTP の 供給 と 消失 の バ ラ ソ ス か ら除

草効 果をも っ とも強 く発現す る溶出 パ タ
ーソ が あ り，

こ

れ に 近 い 溶出 を 示 す製剤 が 除草効 果 も高 い と考え られ

る．DTP の 生成 が遅 い 場合 は雑草 の 生育 に 追 い つ けず ，
・

逆 に ， 早す ぎる場合 は 消失が 早 く ， 真に 必要 な と きに 水

田中の DTP が 必要量存在 し な くな る．

　 ピ ラ ゾ レ ー トの 分級懸濁液 を用い た ポ ッ ト試験，お よ

び粒度 の 異 な る ピ ラ ゾ レ ー トを含有す る 粒剤 を用 い た コ

ソ ク リ
ー

トポ ッ ト試験 の 結果 ，
ピ ラ ゾ レ ートの粒度 が 粗

くな る と ， 抵 抗性 の 草 種ほ ど除草効 果が 低下 し た．一方，

同じ粒剤を用い た ほ場試験 で は，ピ ラ ゾ レ
ー

トの 粒度 が

粗い 場合だ け で な く ， 細 か す ぎ る 場合 に も 除草効果は 低

下 した ．こ の 理 由は 次の よ う に考え る こ とが で きる．

　 コ ソ ク リートポ ッ ト試験 で は ，処 理 直後 の 3 日 間 ， 底

部 の 穴 か ら漏水 させ たが ， 横移動 に よ る 田 面水 の 流出は

な か っ た ．DTP は 下方移行性 は 小 さ い こ と が 知 られ て

お り
33）

t ピ ラ ゾ レ ートの 粒度が細か く DTP の 生成 が 早
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い 粒剤 で も，DTP の 溶脱 は 少 なく，高 い 除 草 効 果を示

した と考え られ る．一
方 ， ほ 場 試験 は ゴ ン ク リー トポ ッ

ト試験 に 上七し て ， 試験期 日が 8 日間遅 く，そ の 分だけ水

温 は 高 か っ た と推定 され る．ピ ラ ゾ レ ー
ト の 溶出 や DTP

へ の 加 水分解 は温度 依存性 が 高い か ら ，
ピ ラ ゾ レ ートの

粒度 が 細 か い 粒剤は 田 面水 中で の DTP の 生 成 が 早 か っ

た と考え られ る．ま た ，一般 に ， 田植 え直後の 水 田は 土

壌 の 状態が 不 安定 で
， 畦畔 か ら の 漏水 な ど横移動 に よ る

田面水 の 流出が多い ．ピ ラ ゾ レ
ー

トの 粒度 が 細 か い 粒剤

は 処 理 後早 い 時期 に 生成 した DTP が ， 田 面 水 の 流出 と

ともに 流亡 し た た め 除草効果 が低 か っ た と推定 され る．

どち らの 試験で も ，
ピ ラ ゾ レ ートの 粒度が粗 い 粒剤は ，

DTP の 生成が遅 い た め雑草 の 生育に 追 い つ けず，除草効

果が不 十分で あ っ た と考え られ る．こ の よ うに，必要 な

と き に 水 田 中 に DTP が 十分 量存在 し な い よ う な条件 で

は ， 1．2）や 2．1）  に 示 さ れ る よ う に ピ ラ ゾ レ
ー

トに 対

し 抵抗性 の 草種か ら除草効果 が 低下す る も の と考え ら れ

る．

　前述 した よ うに ，水 に 難溶 性 の 固 体農薬 の 粒度 と効 力

に つ い て は 多 くの 報告 が あ り，有効成分 が 微細 なほ ど効

力 が 高 い もの と ， 最適粒度 が あ る も の と に 大別 で き る．

しか し，水田用除草剤 で は 最 適粒度 が あ るとい う報告 は

み ら れ な い ． ピ ラ ゾ レ ート粒剤は ， ほ場で は S．．約 2m21

g の もの が も っ と も高 い 除草効果 を示 し たが ， こ の 原 囚

は，  ピ ラ ゾ レ ートが き わ め て 難溶性 の た め ，粒度が粗

い 場 合 は ピ ラ ゾ レ ー
トの 溶 出が 遅 く ， 除草効果 に 十分 な

量の DTP が生成し な い ，   ピ ラ ゾ レ ートよ り加 水分 解

され て 生成す る 活 性成分 DTp は 水 に 対 す る 溶解度 が 比

較的高 い た め，ピ ラ ゾ レ ー トの 粒度 が 細 か す ぎ る と田面

水 中へ の DTP の 生成 が 早 く ， 田 面 水の 流出が あ る条件

で は DTP が流亡す る た め と考 えられ る．

要 約

　水 田 除草剤 ピ ラ ゾ レ ー 5 の 粒度 と 除草 効果の 関係 を検

討 した．ピ ラ ゾ レ ートを 粒径 44 μ
m 以 下 で 5画 分 に 分

級 し，懸濁 液 で 除草活 性 を 評 価 す る と，発芽前処 理 で は ，

ウ リ カ ワ に は a ，i．0 ．5kg ！ha の 薬 量 で どの 画分 もほ ぼ

完全な除草効果を示 した が ， タ イ ヌ ビ エ に は 20μm よ り

粗 い 画分 は 活性 が 低下 し，ミ ズ ガ ヤ ツ リで は a ．Llkg ！ha

の 薬量 で も 10 μm よ り粗 い 画 分 は 活性が劣 っ た ．発芽後

処 理 で は ，粗 い 画分 の 活性 が 底 い 傾向 が よ り顕著 で あ っ

た ．ま た ， 粒度 の 異な る ピ ラ ゾ レ ートの 粉砕品 を用 い ，

押 し出し造粒法に よ りつ くられ た 粒剤 の 除草活性 を評価

す る と ，
・ドッ ト試験で は粒度の 粗い ピ ラ ゾ レ ー トを含有

す る粒 剤 （S．　1　．　36　m2 ／g ） は劣 っ た．ほ 場 で も有効成分

が 粗 い 粒 剤 （Sw　1・36，1・76　m2 ！g） は 活性 が 劣 っ た が ，

有効成分 が きわ め て 微細 な粒剤 （S ．
5．13

，
7．47　m2Xg ）も

活性 が 低下す る 傾向が あ り，
Sw 約 2m2 〆g の ピ ラ ゾ レ ー

トを含有す る 粒剤が も っ と も活性 が 高 か っ た．

　終 りに ，木研究 に 当 た りご 助言 ご指導 い た だ い た 当研

究所長 石 田 三 雄博士 ， 実験 の
一部を担当し て い た だ い

た新藤正宏 ， 寺村正弘 ， 田井中昌子 の 各氏 に 深甚な る謝

意を 表 し ま す．な お ，Table　3 は東京農業 大 学土壌学教

室 の 測定値 で あ る．
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